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1.  はじめに 

本ドキュメントは、VMware ESXi 環境における ESMPRO/AutomaticRunningController または ESMPRO/AC Lite for 
VMware導入のためのドキュメントです。最新のセットアップカードと併せてご覧ください。 

 
各製品の最新のセットアップカードは下記サイトに公開しています。 
 ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.2 セットアップカード 
  http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1464 

 ESMPRO/AC Enterprise Ver5.2 セットアップカード 
  http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1465 
 ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.2 セットアップカード 
  http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1466 
 

VMware ESXi(以下、ESXiサーバ)環境にESMPRO/AutomaticRunningController（以下、ESMPRO/AC）を導入すると、

UPSご使用環境においてESXiサーバの電源管理が可能になります。 
 
なお、VMware関連製品の用語については、本文中に以下のような表現をしています。 
 
vSphere HA  ⇒ VMware HA 
vSphere ESXi  ⇒ VMware ESXi 
 
 
ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.2 での追加機能 
・Windows 10に対応しました。 
・制御端末にVMwareのゲストOS(Windowsゲストのみ)が使えるようになりました。 
・制御端末の停電シャットダウン時に全連動端末をシャットダウンさせる機能を追加しました。 
 

 
 
 
 
  

http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1464
http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1412
http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1413
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2.  システム構成 

制御端末として使用するサーバの電源制御ソフトウェア製品およびバージョンによって異なります。 
ご使用の電源制御ソフトウェア製品およびバージョンに対応した説明をご確認いただき、必要なソフトウェアを

選択してください。 
 

制御端末：UPSを制御しUPSに接続されるサーバへシャットダウンを行う電源管理サーバ 
 

連動端末：制御端末からの指示によりシャットダウン行う電源管理対象サーバ 
 
※vMA：VMware vSphere Management Console (以後「vMA」と省略) 
※連動端末のライセンス登録方法は、ESMPRO/AutomaticRunningControllerセットアップカードをご参照ください。 
 

 

2.1 ESMPRO/ACをインストールしたWindowsマシンを制御端末とする場合 
 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

[実行環境] 
・.NET Frameworkがインストールされている必要があります。 
＜Windows Server 2012 R2/ Windows Server 2012/ Windows Server 2008 R2/の場合＞ 

.NET Framework 3.5 Service Pack 1 
＜Windows Server 2008の場合＞ 

.NET Framework 3.0 Service Pack1 
＜Windows Server 2003 / R2の場合＞ 

.NET Framework 3.0 および .NET Framework 2.0 Service Pack 1 
 
 [電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.0 以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.0以降 
 
※電源制御ソフトウェアを仮想化ソフトウェア(VMware ESXi 5/6)の仮想マシン上にインストール

する場合、ESMPRO/AC製品は、Ver5.2以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 6.0の場合、ESMPRO/AC製品は、Ver5.1以降である

必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 5.0、5.1、5.5の場合、ESMPRO/AC製品は、Ver5.0以
降である必要があります。 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXiサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver4.0  1ライセンス以降 
ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver4.0  4ライセンス以降 

ESXiサーバ 
(連動端末) 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 5.0/5.1/5.5/6.0 
 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス 
製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品を

ご利用ください。 
※ESXiサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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2.2 ESMPRO/ACをインストールしたWindowsマシンを制御端末とする場合(VMware HA構成) 
 

 ESMPRO/AC Ver5.1以降の場合 2.2.1
 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

[実行環境] 
・.NET Frameworkがインストールされている必要があります。 
＜Windows Server 2012 R2/ Windows Server 2012/ Windows Server 2008 R2/の場合＞ 

.NET Framework 3.5 Service Pack 1 
＜Windows Server 2008の場合＞ 

.NET Framework 3.0 Service Pack1 
 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.1以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.1以降 
 

◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXiサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.1  1ライセンス以降 
ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.1  4ライセンス以降 

ESXiサーバ 
(連動端末) 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 5.0/5.1/5.5/6.0 
 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス 
製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品を

ご利用ください。 
※ESXiサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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 ESMPRO/AC Ver5.0の場合 2.2.2
 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

VMware HA構成のESXiサーバを管理する場合、制御端末からコマンドまたはスクリプト等

により、ネットワーク経由で対象となる ESXi サーバのシャットダウンおよび仮想マシンの

自動起動／シャットダウンを行う必要があります。 
その際、VMware社のサイトから必要なツールをダウンロード、インストールしてください。 
 
ここでは、VMware vSphere PowerCLIを使用する場合の例を記述します。 
 
[VMware vSphere PowerCLIを使用する場合] 

VMware vSphere PowerCLIは下記サイトからダウンロードし、インストールしてください。 
http://www.vmware.com/support/developer/PowerCLI/ 
 

※VMware vSphere PowerCLIのダウンロードには、ユーザ登録が必要です。 
※PowerCLIの使用条件などの詳細は、VMware vSphere PowerCLI Installation Guide、または

VMware vSphere PowerCLI User’s GuideなどVMware社が公開している情報を参照してく

ださい。 
※VMware vSphere PowerCLIのサポートOS情報については、上記サイトのRelease Notesの

記載内容、またはVMware vSphere PowerCLI User’s Guideにて最新情報をご確認ください。 
 

[実行環境] 
・.NET Frameworkがインストールされている必要があります。 
＜Windows Server 2008 R2/Windows Server 2012の場合＞ 

.NET Framework 3.5 Service Pack 1 
＜Windows Server 2008の場合＞ 

.NET Framework 3.0 Service Pack1 
＜Windows Server 2003 / R2の場合＞ 

.NET Framework 3.0 および .NET Framework 2.0 Service Pack 1 
 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.0以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.0以降 
 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 5.0、5.1、5.5の場合、ESMPRO/AC製品は、Ver5.0以

降である必要があります。 
 

◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXiサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.0  1ライセンス以降 
ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.0  4ライセンス以降 

ESXiサーバ 
(連動端末) 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 5.0/5.1/5.5 
 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス 
製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品を

ご利用ください。 
※ESXiサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 

 

  

http://www.vmware.com/support/developer/viperltoolkit/viperl16/doc/viperl_install.pdf
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2.3 ESMPRO/AC Lite for VMwareをインストールしたvMAマシンを制御端末とする場合 
 

ESXiサーバ 
 (制御端末) 

[実行環境] 
・ESXiサーバとUPSの接続は1対1の構成のみサポートしています。 
・ESXiサーバ上に管理用仮想マシン「vMA」が導入されている必要があります。 
  (vMAはVMware社のWebページからダウンロードしてください。) 

 
[電源制御ソフトウェア] 

ESMPRO/AC Lite for VMware Ver1.0 
 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 5.0/5.1/5.5/6.0  (vMA 5.0.0/5.0.0.1/5.0.0.2/5.1.0.0/5.1.0.1/5.5.0.0/6.0.0.0) 

 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス製

品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品をご

利用ください。 
※ESXiサーバ上の管理用仮想マシン「vMA」を除く、他の各仮想マシンには、VMware Tools
をインストールしてください。 
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3.  ESXi サーバ環境の電源管理システム構成例  

3.1 ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成でない場合） 
 
■Windows管理サーバからの電源管理 

 
 
 

 
 ■Windows仮想マシン上からの電源管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

Smart-UPS 

ESXiサーバ 

 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

SNMPカード搭載 

Windows管理サーバ 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールします。 

 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、ESMPRO/AC製品

は何もインストールしません 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールします。 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、ESMPRO/AC製品

は何もインストールしません 
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3.2 ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成の場合） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共有ディスク 
 

VMware HA構成 
 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESMPRO/AutomaticRunningController 

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールします。 

ESMPRO/AC Ver5.0以前の場合、 

VMware vSphere PowerCLI もインストールします。 

 

Windows管理サーバ 
Smart-UPS 

SNMPカード搭載 
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3.3 ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
・  VMware vSphere Client  

をインストール

 

Windowsクライアントマシン 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

ESMPRO/AC Lite for VMwareは、

管理用仮想マシン vMA 上へイン

ストール 
仮想サーバ(ESXi)およびその他の仮想マシン

には、インストールしません 
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4.  ESXi サーバの設定方法 
 

4.1 仮想マシンの自動起動／シャットダウン設定 
 

vSphere ClientまたはVI Clientの「仮想マシンの起動およびシャットダウン」の画面で、仮想マシンの起動および

シャットダウンの設定を行ってください。 
 
※ESMPRO/AC Lite for VMwareによる電源管理を行う場合、管理用仮想マシンvMAはESXiサーバのシャットダ

ウン、起動に連動するように設定してください。 
 

※下記はvSphere Clientの画面の例です。 
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※重要 
VMware HA構成の場合、仮想サーバのシャットダウン／起動に連動した仮想マシンの自動シャットダウン／ 
起動の運用を行うことができません。 
このため、vSphere ClientまたはVI Clientの「仮想マシンの起動およびシャットダウン」の画面で、「システムに

連動した仮想マシンの自動起動および停止を許可する」のチェックを無効にしてください。 
なお、ESMPRO/AC Ver5.0以前の場合、別途「4.2 スクリプトファイルの作成」に記載している運用が必要とな

ります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チェックを「無効」に

してください 
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4.2 スクリプトファイルの作成 
 

VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し仮想マシンを起動・シャットダウンす

る機能が使用できません。このため、ESMPRO/AC Ver5.0以前では、仮想マシンの起動・シャットダウンは、Windows 管
理サーバ(制御端末)にインストールした ESMPRO/AC のジョブ機能にスクリプトファイルを登録し、実施する必要があり

ます。 
ESMPRO/AC のジョブ機能への登録手順については、「5.2.2 ESMPRO/AC Ver5.0 以前の場合」－「（4）ESMPRO/AC 
GUIの設定」を参照してください。 
 
※ESMPRO/AC Ver5.0以前でVMware HA構成を監視する場合のみ、本作業を実施してください。 
 

（1） 事前準備 
 
仮想マシンの起動・シャットダウンを行うためのサンプルスクリプトファイルを下記にて公開しています。 

   http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1415 
 

上記より、ダウンロードしたサンプルスクリプトファイル(esxi_vmvms_start_stop.zip)を解凍し、Windows管理サ

ーバ上の適当なフォルダにコピーしてください。 
サンプルスクリプトファイルでは、以下のフォルダを使用しています。 

C:¥Program Files (x86)¥VMware¥Infrastructure¥vSphere PowerCLI 
 
メモ帳などのテキストエディタでサンプルスクリプトファイルを開き、コメント欄に記載された内容を参考に

カスタマイズを行ってください。 
 
※サンプルスクリプトファイルのサポートおよび問い合わせ対応は行っておりません。 
※VMware vSphere PowerCLI をインストールした場合、VMware vSphere PowerCLI の実行ポリシーを

RemoteSignedに設定するように促されます。しかし、RemoteSignedに設定すると、デジタル署名されたス

クリプトしか動作しません。公開しているサンプルスクリプトファイルは、デジタル署名していません。

このスクリプトファイルを動作させるためには、お客様の環境でデジタル署名していただくか、実行ポリ

シーをRemoteSignedからUnrestrictedに変更してください。詳しくは、VMware vSphere PowerCLIから、

Get-help about_Execution_Policiesと入力して、Windows PowerShell の実行ポリシーとその管理方法に関する

情報を参照してください。 
 
（2） サンプルスクリプトファイルの構成 

 
公開しているサンプルスクリプトファイル(バッチファイルおよびWindows PowerShellスクリプトファイル)の
構成は以下です。 
 

【ファイルの拡張子】 
*.bat（バッチファイル） 
*.ps1（Windows PowerShellスクリプトファイル） 

 
【ファイルの説明】 

ファイル名は任意です。シャットダウン対象および仮想マシンの起動を行う仮想サーバが複数ある 
場合は、仮想サーバごとにバッチファイルおよびWindows PowerShellスクリプトファイルがセットで

必要です。 
  

http://magnia.toshiba-dme.co.jp/download/?action=DispInfo&dl_id=1415
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＜シャットダウン用サンプルスクリプトファイル＞ 
vmvms1_stop.bat …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.1)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトを呼び出すためのバッチファイル 
vmvms1_stop.ps1 …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.1)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトファイル 
vmvms2_stop.bat …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.2)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトを呼び出すためのバッチファイル 
vmvms2_stop.ps1 …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.2)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトファイル 
 

＜起動用サンプルスクリプトファイル＞ 
all_vm_start.bat  …… 全仮想サーバ起動用バッチファイル 
vm1_start.bat    …… 仮想サーバ(172.16.1.1)の稼動確認およびWindows PowerShellスクリプトを呼び出す

ためのバッチファイル 
vm1_start.ps1    …… 仮想サーバ(172.16.1.1)の仮想マシンを立ち上げるためのWindows PowerShell 

スクリプトファイル 
vm2_start.bat    …… 仮想サーバ(172.16.1.2)の稼動確認および Windows PowerShell スクリプトを呼び出

すためのバッチファイル 
vm2_start.ps1    …… 仮想サーバ(172.16.1.2)の仮想マシンを立ち上げるためのWindows PowerShell 

スクリプトファイル 
 

（3） シャットダウン用スクリプトファイルの作成および登録 

 

公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイル

およびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUI の電源切断時(切断時および電源異常切断時)のジョブ起動に vmvms1_stop.bat およ

びvmvms2_stop.batを登録してください。 
 

（4） 起動用スクリプトファイルの作成および登録 
 
公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイル

およびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUIの電源投入時のジョブ起動に all_vm_start.batを登録してください。 
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5.  ESMPRO/AC の設定方法 

 
5.1 ESMPRO/ACを使用する場合 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

 
ツリー構成を以下のように作成します。 
各サーバとUPSをそれぞれ意識したツリーを構成してください。 

 

 

  

Windows管理サーバのUPS 

Windows管理サーバ 

ESXiサーバのUPS 

ESXiサーバ 
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（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
 

登録するサーバの種類により、設定画面が異なります。詳細は各 ESMPRO/AC のマニュアルを参照してくだ

さい。 
 

 
①サーバ種別：「ESXiサーバ」を選択してください。 
②名称：ESXiサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
③ドメイン：ESXiサーバのドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
④IP address：ESXiサーバの IPアドレスを登録してください。 
⑤ユーザ名／パスワード：ESXiサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXiサーバへの接続確認を行うことができます。 
登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXiサーバへのシャットダウン指示

が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくことを推奨します。 
 
 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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5.2 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合） 

 
5.2.1 ESMPRO/AC Ver5.1以降の場合 
VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し、仮想マシンを起動・シャットダ

ウンする機能を使用することができません。AC Management Console において、VMware ESXiサーバをVMware HA
構成のサーバとして登録することにより、ESMPRO/AC により仮想サーバおよび仮想マシンの起動・シャットダウン

が行われることになります。 
以下に、VMware HA構成で運用を行うための設定手順について記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

ツリー構成を以下のように作成します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

Windows管理サーバのUPS 
 

一台目のESXiサーバ 
 

二台目のESXiサーバ 
 

二台目のESXiサーバのUPS 
 

一台目のESXiサーバのUPS 
 

共有ディスクのUPS 
 

Windows管理サーバ 
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（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 

ESXiサーバの情報を登録します。サーバの種類により、設定画面が異なります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①サーバ種別：「ESXiサーバ（HA）」を選択してください。 
②名称：ESXiサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
③HA識別名：クラスタを区別する任意の識別子を登録してください。 

※ESMPRO/ACは、本識別子が同一のサーバをvSphere HAのクラスタを構成するサーバ群であ

ると認識します。 
④ドメイン：ESXiサーバのドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
⑤IP address：ESXiサーバの IPアドレスを登録してください。 
⑥ユーザ名／パスワード：ESXiサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXiサーバへの接続確認を行うことができます。 
登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXiサーバへのシャットダウン指示

が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくことを推奨します。 
 

⑥  

⑤  
④  

②  

③  

①  

⑦  
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⑦シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
同一vSphere HAクラスタの連動端末には、すべて同じ時間を設定する必

要があります。 
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5.2.2 ESMPRO/AC Ver5.0以前の場合 
VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し、仮想マシンを起動・シャットダ

ウンする機能を使用することができません。このため、VMware HA構成の仮想サーバおよび仮想マシンの起動・シャ

ットダウンは、Windows管理サーバ(制御端末)上のESMPRO/ACのジョブ機能を利用し、制御端末がシャットダウン・

起動するタイミングで、VMware HA構成の仮想マシン／仮想サーバをシャットダウン・起動するスクリプトファイル

を実行する必要があります。 
以下に、VMware HA構成で運用を行うための設定手順について記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

 
ツリー構成を以下のように作成します。 
ESXiサーバのUPSが複数台ある場合には、台数分登録してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記のように、VMware HA構成のESXiサーバ、共有ディスクが使用するUPSを、制御端末が使用するUPS
として登録することにより、これらの UPS の停電が発生した場合に、制御端末が停電シャットダウン処理を

行うようにする必要があります。 
 

（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
 

連動端末の設定を行ってください。設定方法については、「5.1 （2）AC Management Consoleの設定（連動端

末の設定）」を参照してください。 
 

  

Windows管理サーバのUPS 
 

一台目のESXiサーバのUPS 
 
二台目のESXiサーバのUPS 
 
共有ディスクのUPS 
 

二台目のESXiサーバ 
 

一台目のESXiサーバ 
 

Windows管理サーバ 
 

ESXiサーバのグループを作成し、ESXi
サーバがUPSを使用しないように登録

する必要があります。 
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（3） AC Management Consoleの設定（UPS設定） 
 

電源装置に登録したUPSの設定画面を開き、「電源切断猶予時間」および「冗長構成設定」を設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

制御端末がシャットダウンを完了するのに十分な

時間を設定してください。 

「構成台数」と同じ値に設定して 
ください。 
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（4） ESMPRO/AC GUIの設定 
 

＜電源切断時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUIの［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。また、［タイムアウト時間］は、VMware HA構成のすべてのESXiサーバがシャットダウンを

完了するのに十分な時間を設定してください。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「切断時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2 スクリプトファイル

の作成」の（3）で作成したESXiサーバのシャットダウン用バッチファイルを登録してください。 
 

 
  

［タイムアウト時間］は、VMware HA構成の 
すべてのESXiサーバがシャットダウンを完了する 
のに十分な時間を設定してください。 

上記は、 
01:vmvms1_stop.bat（サンプル） 
02:vmvms2_stop.bat（サンプル） 
を登録した例です。 
実行順番としては01のジョブを実行し、01のジョブ

終了後に02を実行します。 
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＜電源投入時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUIの［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「投入時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2 スクリプトファイル

の作成」の（4）で作成したESXiサーバの起動用バッチファイルを登録してください。 
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5.3 ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 

 
セットアップカードを参照し、vMA上にてac_setup.shを実行して、セットアップスクリプトによる環境構築を実施

していただくことで、自動的にマルチサーバ構成ファイル(ac_e_net.ini)が作成されます。 
 
※下記は、ac_setup.sh を実行後に作成されるマルチサーバ構成ファイルを、文字コード/改行コード変換、Windows ク

ライアントにダウンロード後、「マルチサーバ構成データ編集」にてAMCツリーを表示した例です。 
  文字コード変換/改行コード変換、Windowsクライアントへダウンロード等の手順については、「ESMPRO/AC Lite for 

VMware」のセットアップカードを参照してください。 
 

  

ESXiサーバのUPS 

管理用仮想マシン(vMA) 
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6.  停電・復電時の動作概要 

6.1 ESMPRO/ACを使用する場合 
 Windows管理サーバからの電源管理 6.1.1
 
停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXiサーバにシャットダウン命令を実行 
③ESXiサーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後ESXiサーバのシャットダウンを実行 
④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスがWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ESXiサーバ 

ESXi サーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

 

ESXi 

仮想サーバ 

Windows管理サーバ 

    

ESMPRO/ACサービス 

① ②

 

③ 

④ 

 ④ 

⑤ 

Smart-UPS Smart-UPS SNMPカード搭載 SNMPカード搭載 

① 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
＜ESMPRO/ACの場合＞ 
①復電後、Windows管理サーバおよびESXiサーバのUPSがON 
②Windows管理サーバおよびESXiサーバが起動 
③ESXiサーバにより仮想マシンが起動 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ESXiサーバ 

 ESXi サーバ 

 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

 

ESXi 

仮想サーバ 

Windows管理サーバ 

    

ESMPRO/ACサービス 

① 

③ 

Smart-UPS Smart-UPS SNMPカード搭載 SNMPカード搭載 

① 

② 

② 
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 Windows仮想マシン上からの電源管理 6.1.2
停電時の動作は以下のとおりです。 

 

①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 

②ESMPRO/ACサービスがESXiサーバにシャットダウン命令およびUPSにOFF命令を実行 

③ESXiサーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後ESXiサーバのシャットダウンを実行 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

① 

② 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電によりESXiサーバのUPSがON 
②ESXiサーバが起動 
③ESXiサーバにより、仮想マシンが起動 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 

① 
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6.2 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合） 

 
6.2.1 ESMPRO/AC Ver5.1以降の場合 

停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスが仮想マシンのシャットダウンを実行 
③ESMPRO/ACサービスがESXiサーバのシャットダウンを実行 
④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスがWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 
 
  

Windows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux ESXi 

仮想サーバ 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

③ 

② 

③ 

⑤

 

② 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

① 

④ 

① 
④ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

④ 

① 
④ 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電後、Windows管理サーバのUPSおよび共有ディスクのUPSがON 
②Windows管理サーバが起動 
③Windows管理サーバの起動完了後、ESMPRO/ACサービスからのON命令によりESXiサーバのUPSがON 
④ESXiサーバが起動 
⑤ESMPRO/ACサービスが仮想マシンの起動を実行 
 
 
 
 

  

Windows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

⑤ ⑤ 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

③ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

③ 

① 
② 

③ ③ 

④ ④ 



 32 

 
6.2.2 ESMPRO/AC Ver5.0以前の場合 

停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXiサーバにシャットダウン命令（スクリプト）を実行 
③ESXiサーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後ESXiサーバのシャットダウンを実行 
④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスがWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 
 
  

Windows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux ESXi 

仮想サーバ 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

③ 

② 

③ 

⑤

 

② 
Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

① 

④ 

① 
④ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

④ 

① 
④ 



 33 

 
復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電後、Windows管理サーバのUPSおよび共有ディスク、ESXiサーバのUPSがON 
②Windows管理サーバおよびESXiサーバが起動 
③ESMPRO/ACサービスがESXiサーバに仮想マシン起動命令（スクリプト）を実行し、仮想マシンが起動 
 
 
 
 
 
  

Windows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

ESXiサーバ 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

① 

①  ①  

① 

③ ③ 

② ② 

② 
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6.3  ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 

 
停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXiサーバにシャットダウン命令（スクリプト）およびUPSにOFF命令を実行 
③ESXiサーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後ESXiサーバのシャットダウンを実行 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

① 

② 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電によりESXiサーバのUPSがON 
②ESXiサーバが起動 
③ESXiサーバにより、vMAおよび仮想マシンが起動 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 

① 
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7.  注意事項 

7.1 共通 
 

（1） ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス製品では、電源制御が

行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品をご利用ください。 
 
（2） ESMPRO/AC Lite for VMware製品による電源管理、自動運転を行う場合は、管理用仮想マシンvMA上に製品

をインストールしてください。（ESXi サーバおよび他の仮想マシンには、電源管理ソフトウェアのインストー

ルは不要です。） 
 

（3） ESMPRO/AC Lite for VMwareおよびESMPRO/ACを管理用仮想マシンvMA上やWindows仮想マシンにインス

トールして運用する場合、各仮想マシンにはVMware Toolsをインストールして、ESXiサーバのシャットダウ

ンの際に仮想マシンのシャットダウンも行われるように、予め設定しておく必要があります。 
また、管理用仮想マシンvMAやWindows仮想マシンのシャットダウン、起動は、ESXiサーバのオフ／オンと

連動するように設定して運用してください。 
※設定手順の詳細はESXiサーバのドキュメントを参照してください。 

 
（4） 制御端末とESXi サーバ（VMware HA サーバ除く）が同じUPS に接続されている環境にて、停電によるシャ

ットダウン時、ESXi サーバの OS シャットダウン前に制御端末がシャットダウンしてしまう場合があります。

その場合、ESMPRO/AC にて提供しているジョブ起動待機コマンド（WAITJOB.EXE）を制御端末の電源異常

切断時の起動ジョブに登録し、ESXiサーバのOSシャットダウンを待ち合わせてから制御端末のOSシャット

ダウンが行われるようにしてください。 
起動ジョブの登録方法は、制御端末のESMPRO/AC GUI を起動後、「オプション」ボタンを押し、［ジョブ起動］

内の「電源異常切断時に登録ジョブを起動する」チェックを有効にします。その後、「起動ジョブの登録」ボタ

ンを選択し、「追加」ボタンから以下のジョブを登録してください。 
 

例）60秒待ち合わせる場合 
C:¥Program Files¥AUTORC¥WAITJOB.EXE 60 

 
（5） 制御端末はESXiサーバとの通信に”https”を利用しております。このため、対象のESXiサーバへの通信経路

にプロキシサーバ等が設定されている場合、制御端末と ESXi サーバ間の通信が正常に行えないことがありま

す。その際は、一旦、プロキシサーバの設定を解除して通信確認をお試しください。通信に成功した場合、プ

ロキシサーバの影響が考えられるため、プロキシサーバの例外設定に対象となる ESXi サーバの情報を登録し

てください。 
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7.2 VMware HA構成 
 

ESMPRO/AC Ver5.0以前では、VMware HA構成で運用する際にいくつかの注意事項があります。 
以下では、VMware HA構成で運用する際の注意事項を記載していますので、運用前に必ず内容をご確認ください。 

 
（1） VMware vSphere PowerCLIをインストールした場合、VMware vSphere PowerCLIの実行ポリシーをRemoteSigned

に設定するように促されます。しかし、RemoteSignedに設定すると、デジタル署名されたスクリプトしか動作

しません。公開しているサンプルスクリプトファイルは、デジタル署名していません。このスクリプトファイ

ルを動作させるためには、お客様の環境でデジタル署名していただくか、実行ポリシーを RemoteSigned から

Unrestrictedに変更してください。詳しくは、VMware vSphere PowerCLIから、Get-help about_Execution_Policies
と入力して、Windows PowerShell の実行ポリシーとその管理方法に関する情報を参照してください。 

 
（2） VMware HA 構成において ESMPRO/AC を利用した ESXi サーバの電源管理／自動運転を行う場合、各 ESXi

サーバのシャットダウン／起動は、Windows管理サーバ(制御端末)のESMPRO/ACのジョブ機能に登録したス

クリプトファイル(バッチファイルおよびWindows PowerShellスクリプトファイル)にて行います。 
以下に注意事項を記述いたします。 

 
＜Windows管理サーバ(制御端末)の手動シャットダウン／起動について＞ 

AC Management Consoleにて制御端末のシャットダウンおよびリブートを実施すると、ジョブに登録したス

クリプトファイルの内容に従い、各ESXiサーバのシャットダウンおよび起動が実施されます。 
 

＜ESXiサーバの手動シャットダウン／起動について＞ 
AC Management Consoleに登録しているESXiサーバを選択して、ESXiサーバのシャットダウンおよびリブ

ート操作を行うことができません。ESXiサーバのシャットダウンおよびリブートは以下の操作にて実施して

ください。 
・vSphere Client ツールまたはESXi サーバにログインし、ESXi サーバのシャットダウンおよびリブートを

実施する。 
※本操作を行う際は、対象のESXiサーバ上の仮想マシンのシャットダウンや仮想サーバの起動後に仮想

マシンを起動する操作をそれぞれ手動で行う必要があります。 
 

＜Windows管理サーバ(制御端末)およびESXiサーバのスケジュール運転について＞ 
VMware HA構成のESXiサーバをスケジュール運転する場合、制御端末のスケジュール運転の設定を行い、

制御端末のスケジュールによるオフ／オンに連動し、ESXiサーバをオフ／オンする運用を行う必要がありま

す。 
※AC Management Consoleから対象のESXiサーバに対しスケジュール設定を行っても、正しくスケジュール

オフ／オンを行うことができません。 
 

＜サンプルスクリプトについて＞ 
－ 公開されているサンプルスクリプトは、それぞれ下記の動作を行います。 

[シャットダウンについて] 
ESXi サーバ上で稼動していたすべての仮想マシンをシャットダウンし、その後に ESXi サーバのシャ

ットダウンを行う処理を行います。 
[起動について] 

ESXi サーバのシャットダウン前の仮想マシンの稼動状態（稼動中／停止済み）にかかわらず、ESXi
サーバに存在するすべての仮想マシンを起動させます。 
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－ 公開しているサンプルスクリプトは、一斉停電時に各ESXiサーバおよび仮想マシンを安全に停止するこ

とを前提としています。 
「１台の ESXi サーバの UPS のみ停電が発生した場合（部分停電）、停電が発生した ESXi サーバ上で稼

動していた仮想マシンを他の停電が発生していない ESXi サーバに移動させて、仮想マシンを運用する」

といった処理には対応しておりません。停電が発生していないESXiサーバに仮想マシンを移動させ、運

用する必要がある場合には、vSphere Clientにて操作を行なってください。 
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